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【 教育目標 】 

よ く 学 ぶ 子  

思 い や り の あ る 子  

体 を き た え る 子                             

校長 嶋 脇 郁 夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南 金 沢 小 学 校  学 校 だ よ り  

昨年度文化庁の事業でお見えになった大野雄太さんが，その仲間たちを引き連れて，再び

本校にやってきました。昨年，いろいろ話をする中で 

・来年度で統合になり，南金沢小学校がなくなってしまう。 

・7 月の第一土曜日には，鮎釣り達のあこがれの金鮎を子どもたちが釣るという行事がある。 

このことを聞いた大野さんは，ぜひ来年その時期に合わせて来ますという約束をしてくれま

した。でも，とても忙しい方なので，実際には無理だろうと考えていました。しかし，約束

通りチャレンジタイムにあわせて来て下さいました。河岸清掃も鮎釣りも一緒にやります。

もちろん懇親会も！閉校の年に，子ども達へのとてもよいプレゼントになりました。心から

感謝いたします。 

 そのすばらしい 4 人の奏者を簡単に紹介します。 

大野雄太(ホルン) 
 ・山形県出身。小澤征爾やトトロの作曲者久石さん，夕方クインテットの宮川アキラさん

と最も多く仕事をしている日本のオーケストラ「新日本フィルハーモニー交響楽団」の

ホルン奏者。オーケストラに所属しながらソロの活動も行う，最も期待されている日本

人若手の奏者の一人。 

菊池大輔(ホルン) 
 ・函館出身。現在国立音楽院講師として初学者の生徒を数多く受け持ち，ホルン指導者と

して信頼を得ている。また，奏者としては，韓国，ヨーロッパなど海外で演奏すること

も多く，まもなく，オーストリア・ウィーンでの留学を予定している。 

庄司知世(ホルン) 
 ・東京神田出身のチャキチャキの江戸っ子。東京音大でホルン，吹奏楽の指導も行う。オ

ーケストラ奏者としても数多くのオーケストラに客演。アンサンブルでは「ビーナス」「フ

ァミリエ」といった新しい企画にも参加，活躍の場を広げている。 

川瀬由紀子(ピアノ) 
・ピアニストとして多くのホルン奏者と共演。FM リサイタルシリーズで，都響主席西條氏

の伴奏を務めるなどプロ奏者からの信頼を集めている。 

ホルンアンサンブル角笛サマーキャンプに，去年から伴奏者として参加しており， 

彼女との共演コーナーはファンも多くキャンプのイベントの目玉にもなっている。 



 

 

 

 

 

 

           コンサートの様子です。あんまり 

           たくさん撮ったので、全部には 

           コメントがつけられませんでした。 

           でも、子ども達に聞いて下さい。 

           心にしっかり残っていると思うので 

           きっとくわしく話してくれますよ。 

 

 

 

 

 

 

 

真剣な演奏、真剣な眼差し。いっしょに合奏もしました。本物はやっぱり違います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ６年生が 

                 手作りの葉書を 

                 プレゼントして 

                 最後は校歌を 

                 元気に歌いました。 

 

                                 来て下さったおうちの 

                                 方も嬉しそうでした。 

 

                                  今日は 

                                 チャレンジタイム 

                                 次回を 

                                  お楽しみに!! 


